
北海道支部

 はさまれ  物の飛来
 巻き込まれ  落    下

 作業方法 工具・防具 電気工作物
 の 不 良 の 不 良 の 不 良

【件　　名】

　　　

【作業内容】

鉄塔組立作業

【発生状況】

【経　緯】

9:00  １１名で作業前ミーティングを実施。

9:10  鉄塔組立作業開始。

10:25  第一節の組立作業中、カニクレーンでKトラス部分を吊り上げた際、補助材がロープ

 から抜けて下部のボルト固定箇所を支点として落下し、被災者のヘルメットに接触し

 受傷。

10:30  管理員が現場を確認し、被災者を病院で診察するよう指示。

10:50  病院に到着。

12:00  頭部に異常はなかったが、念のためドクターヘリで脳神経外科病院に搬送。

12:30  脳神経外科病院に到着。

14:20  診察結果 脳に異常は見られず。症状悪化防止のため、１～２週間の入院が必要と診断。

【被災程度】

脳震盪

【防・保護具の使用状況】

防寒着・安全帽・長靴・ゴム手袋

【災害発生状況図】

別紙　様式－２に記載のとおり

（様式－1）

令和 7年 2月17日（月曜日）　　　10時25分頃 晴れ

調査測量 仮  設 足  場

災 害 速 報

経験年数 1年0ヶ月

天  候

その他

 年令  26才　　

運  搬 架  線組  立 撤  去伐  採

災 害 の 程 度

発  生  日  時

倒  壊
 墜   落

工 事 の 種 類

感  電

 死亡　 名  負傷  1名  職種　組立作業員

 転   落

基  礎

支点として落下した補助材が被災者のヘルメットに接触し受傷した。

鉄塔組立作業中、作業員のヘルメットにKトラス補助材が落下し負傷

災 害 の 種 類

共同作業者
の過失

Kトラス水平部材に、２本の補助材（アングル材）を１本のロープで袋縛りしていたが、吊上げ

時の振動で水平部材の端部へ移動して、短い方の補助材が抜け落ち、下部のボルト固定箇所を

崩  壊

そ の 他

災
 
 
 
 
 
害
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
状
 
 
 
 
 
況

原     因
 の 不 良
 作業準備 作業者の

過 失

 その他切れ・こすれ



1. 鉄塔組立作業配置図

２．災害発生状況図

３．鉄塔組立作業配置図

（様式－2）

災　害　概　要　図

現地状況写真

落下した補助材（L65×6×2700)
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